
○郡山市ゲリラ豪雨対策９年プラン 2014（平成26）年度～2022（令和4）年度

◆平成26年9月9日 国の「100mm/h安心プラン」登録

・河川事業（国・県・市）と下水道事業（市）が連携

・74ｍｍ/ｈの降雨に対し床上浸水を防ぐ

◆平成22年7月6日 ゲリラ豪雨発生

郡山駅周辺で1時間あたり74mm

被害状況：床上浸水 ６２戸 床下浸水１４１戸

逢瀬川
赤木貯留管（φ3,000mm）

V=9,160㎥
（令和3年10月完成予定）

※雨水貯留施設本体についてのみ表示している。
※郡山中央工業団地内において、石塚樋門・ポンプゲートは、郡山市ゲリラ豪雨
対策９年プランとは別に雨水対策整備（浸水対策）事業として整備を進めるもの。

麓山調整池
V=2,200㎥
（暫定供用中）

図景貯留管（φ4,000mm）
V=6,660㎥
（令和3年9月完成）

小原田貯留管（φ4,000mm）

V=17,570㎥
（令和4年度完成予定）

石塚貯留管
（φ2,400mm）
V=2,680㎥
（令和4年度
完成予定）

郡山市の下水道事業貯留施設 （貯留量合計38,270㎥）
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合流区域
（35mm/h対応）

：整備済み
：施工中
：工事未着手

令和３年８月現在

古川ポンプ場
平成25～28年度 2台増設
計5台（総排水量1,360㎥/分）

Ｐ

浸水対策の効果

Ｐ

郡山市下水道管理センター
雨水ポンプ令和2～3年度 1台増設
計3台（総排水量450㎥/分）

石塚ポンプ場
令和3～7年度ﾎﾟﾝﾌﾟｹﾞｰﾄ2基新設
総排水量360㎥/分

令和元年６月２３日（日）
10分間雨量18ｍｍ
1時間雨量33ｍｍ

令和元年５月１５日（水）
10分間雨量20ｍｍ
1時間雨量33ｍｍ

麓山調整池（令和元年6月18日から暫定供用）

通行止め１箇所 通行止め０箇所
同程度の雨だったが浸水が軽減

雨水貯留管のイメージ

ハード対策
（雨水貯留施設等）

ソフト対策
（止水板設置等）

58mm/h

16mm/h

74mm/h

既設雨水管

既設
雨水管

既設雨水管

雨水貯留管（新設）

流域対策 地下貯留施設の整備促進【内水対策】 2021.11.25

経営管理課


